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子どもの健康を育む総合食育推
進事業 事業中間報告書 

              
１．事業推進の体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２． 具体的取り組み等について 

テーマ１ 各教科等における食に関する指導の充実のための取組 
① 「食に関する指導の年間指導計画」に基づいた授業実践 

昨年度、作成した「食に関する指導の全体計画、年間指導計画」の検証のため、学級活動や各教科、総合的な学習の時間
において、栄養教諭と連携を図りながら授業実践を行ってきた。 
 
○ 学級活動における授業実践 

１年「なんでもたべてげんきになろう」         ２年「いろいろな野菜を食べよう」 
３年「おやつの食べ方を考えよう」           ４年「よくかんで食べよう」（国語：「かむことの力」との関連） 

４年「元気のもとになる朝ごはんを考えよう」     ４年・５年・６年「希望献立を考えよう」  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

都道府県名 山梨県 

推進地域名 笛吹市 

八代地域食育検討委員会

【八代小学校】

校内研究小委員会 八代小学校食育推進委員会

地域生産者 家庭・市内小中学校・地域 八代給食センター

校内研究会
校長

全体会

笛吹市教育委員会

授業づくり部会 集団づくり部会 教育環境づくり部会
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○ 食に関わる体験活動 

教科、総合的な学習の時間、特別活動などとの関連を図りながら 
次のようなテーマで各学年ごと計画を立てて活動を進めてきた。 
１年・・・ぐんぐん育て！おいしいおいも！ 

（生活科・学級活動） 
２年・・・サラダパーティーをしよう・ほうとうづくりをしよう 

（生活科・学級活動） 
３年・・・ぶどうを育てて、ぶどうジャムを作ろう 

（社会科・総合） 
４年・・・さまざまな場所、時代で変わる食文化について考えよう 

（理科・総合・社会科・国語科） 
５年・・・食糧生産の経験から食物について知識を広げ学び 

「食」について考えよう 
（社会科・理科・家庭科・総合） 

６年・・・食事の大切さを考え食事づくりに挑戦しよう 
（家庭科・理科・学級活動） 

 
② 給食時間等の指導 

・その日の給食を通して伝えたいことは、「献立一口メモ」として毎日、全校に放送で伝えている。また栄養教諭が教室訪
問し、献立に基づいた一口指導やマナーについての指導を行っている。 
・配膳室前に、当日の献立と使用食品のほか、月別の指導内容や季節に応じた資料を掲示し、児童が食に興味や関心を
持てるようにしている。また、給食の人気メニューや簡単にできる料理のレシピを用意し自由に持っていけるようにしてい
る。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テーマ２ 学校と家庭との連携による食に関する指導の充実のための取組 
① 全校児童を対象に食生活アンケートを実施 【７月】 

調査結果は、食育だよりを通して保護者や地域に知らせた。 
 
② 試食会、学習会等の実施 

○１年生の保護者を対象とした試食会・学習会 【５月１６日】 
○親子ふれあいＤＡＹ（PTA 執行部主催） 【８月２日】 

親子料理教室（春巻き作り、シュウマイ作り） 
○ 食育講演会 【１１月１２日】  

演題 「子どもの“気”を育てる食育とは？ 
～元気、やる気、根気、勇気に向けて～」  

講師 食育コーディネーター 大村直己先生 
 

給食試食会

食育講演会
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③ 給食だより・食育だより等による情報発信、啓発活動 

○食育だよりの内容 
Ｎｏ１・・・朝ごはんの大切さ、食の安全について 

   Ｎｏ２・・・食育月間について、孤食について、試食会の様子 
   ４年生特別号・・・しっかりかんで食べていますか 
   ２年生特別号・・・野菜は健康の主役 
   ３年生特別号・・・おやつについて考えよう 
   Ｎｏ３・・・夏休みの食生活、親子でクッキング 
   １年生特別号・・・３つの仲間がそろっていますか？ 
   ４年生特別号・・・早寝、早起きしっかり朝ごはん！ 
   Ｎｏ４・・・食生活アンケートの報告、２学期の食育の取組 
 ○食育だよりは、保護者だけでなく回覧板で八代町内の全世帯へ 
回覧し、地域の方にも読んでいただいた。 

 
④ 食に関する指導の授業参観 
 
 
 
 
 
 
 
 
テーマ３ 学校と地域との連携による食に関する指導の充実のための取組 
① 地域人材・外部講師の活用 

ぶどう作り、ジャム作り、ほうとう作りなどの活動では、地域の方々（食生活改善推進員、八代町特産品開発研究会等）に協
力していただき、体験活動がより充実し、学習効果が高まった。 
 

② 地場産物の活用 
地域の農産物や加工品を学校給食に取り入れるために、ＪＡ八代支所や八代町特産品開発研究会の方々との連携を図っ
てきた。 
使用した農産物・・・とうもろこし（６月）、なす（８～９月）、きゅうり（８月～９月）、ぶどう（９～１０月）→ＪＡより納品 
使用した加工品・・・桃のシロップ漬け、ぶどうジャム、桃ジャム、冷凍とうもろこし→特産品開発研究会より納品 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

親子料理教室

授業参観日や学校開放日に食育の授業を
行い、保護者や地域の方に参観していただ
いた。学校での食育を理解していただいた
り、親子で食生活について考えるよい機会
になった。 

ぶどうジャム作り

ほうとう作り

桃のシロップ漬けの
製造の様子を見学
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数字で変化のあった事項について 
地場産物の納入 ５品目２６回（平成１９年度）→８品目３２回（平成２０年１１月現在） 
朝食摂取率の変化 「毎日食べる」８８％（平成１９年度）→９４％（平成２０年度） 
事業全体を通じて、特に効果のあった方策等について 
○学級活動における食に関する指導では、視覚に訴える資料や教具を工夫し、理解を深めることができた。また教科や総合的

な学習の時間などの学習と関連づけた指導を行うことにより、意欲や学習効果を高めることができた。 
○授業参観で食育の授業を行うことにより、食育の必要性を認識したり、食習慣を改善するきっかけになった。教師、子ども、保

護者がいっしょに食の大切さを考えることができた。 
○食に関わる体験活動では、作物を育て収穫しそれを食するという一連の活動を通して、食べ物が食べられるようになるまでに

かかる時間と労力が体感できた。苦労して育てた作物を収穫する喜びは大きく、今まで食べられなかったものが食べられるよう
になった児童もいた。 

○栄養教諭がＴＴとして授業に関わったり、地域の専門家を講師に招いて授業をすることにより、きめ細かい指導や深い知識を
得ることができ、充実した学習活動となった。また、地域の方々に学校での食育の取り組みを理解していただく機会にもなっ
た。 

○低学年からの系統的な指導の積み重ねにより、食に関する意識が高められることが実感できた。 

今後の課題（今回の事業により新たに見えた課題など） 
○食に関する指導を行った後の給食では、残菜もほとんどなく効果が現れるが、継続的な指導を行い、児童の意欲を持続させて

いくことが大切である。どのように持続させていくかが課題である。 
○食育は継続的な取り組みにより効果が現れてくるものである。作成した「食に関する指導の全体計画・年間指導計画」をもと

に、各学年で系統的、継続的に取り組みをすすめていくことが必要である。 
○保護者への啓発に努力してきたが、家庭により温度差がある。全ての家庭で児童の健康を考えた食育が実践してもらえるよう
今後もねばり強い取り組みをしていかなければならない。 

○地場産物の活用については、生産者の協力により活用をすすめているが、農作物を日常的に使用するためには、納入システ
ムの構築などの課題がある。 
 

テーマ１～３に共通する具体的計画 
※先進校視察の結果  
平成２０年７月１４日 横浜市立斎藤分小学校   
八代地域食育検討委員会 １３名参加 

  健康教育に対し、①食に関する指導、②保健安全に関する指導、③運動に関する
指導の３つの柱を立て、具体的な活動計画をもとに学校全体で取り組んでいた。 

 
※アンケート結果から、見えてきた傾向と今後の課題 
八代小全校児童を対象とした「食生活アンケート」の結果から（平成２０年７月実施） 
・ 毎日朝食を食べている児童が９４％で昨年に比べ毎日食べている児童の割合が６％高くなった。しかし、食べてはいるが

その内容に課題があるので今年度は「早寝、早起きしっかり朝ごはん」をキャッチフレーズに取り組みを続けている。 
・ 朝の排便について「毎日ある」と答えた児童は約３０％、６年生の毎日の排便についての質問では、「週３回以下」が約２割

いた。生活習慣や食生活の改善が必要である。 
・ 食生活への配慮状況では、豆類や野菜への意識が他の食品に比べて低かった。料理の好き嫌いにおいては、豆料理、

魚料理への嗜好性が低く、学校給食での摂取状況においても、豆料理、魚料理、野菜料理で残す傾向が強く見られた。
豆、魚、野菜への意識を高めていく必要がある。 

・ 学校給食に対する意識や評価に関する項目では献立への評価が高く、給食を教材とした食育の効果が現れてきていると
思われる。今後も学校給食を中心とした日々の指導を充実させていきたい。 
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病気
の予

防(生
活習

慣病
)

教 科

他
教
科

国
４

「か
む」

こと
の力

 
 

 
 

 
国
３

すが
たを

かえ
る大

豆
 

 
 

道
徳

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
総
合

３
年

：
ぶ

ど
う

作
り

、
ぶ

ど
う

ジ
ャ
ム

作
り

 
 
４
年

：
世

界
の
国

、
ヘ

チ
マ

や
ひ

ま
わ

り
を
食

べ
よ

う
 
 
５

年
：

バ
ケ
ツ

稲
づ

く
り

 
 
６
年
：
じ
ゃ
が
い
も
に
つ
い
て
知
ろ
う

個
別
指
導

偏
食

 
 

肥
満

、
痩

身
 

 
食

物
ア
レ
ル
ギ

ー
 
 
ス
ポ
ー

ツ
栄
養

 
（
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、
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、
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諭
、
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連
携
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要
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施

）
家
庭
・
地
域
と
の
連

携
献

立
表
、

給
食

だ
よ

り
、

食
育

だ
よ
り

、
学

年
・

学
級

だ
よ

り
、
給

食
試
食
会

、
食

育
学

習
会
、

料
理

教
室

、
食

生
活

実
態
調

査
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画
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応
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献
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事
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平
成
２
０
年
度
 
１
学
年
 
食

に
関
す
る
指
導
 

年
間
指
導
計
画
 

 
 
 

 
栄

養
教

諭
と

の
連

携
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

八
代
小
学

校
４

月
５

月
６

月
７

月
９

月
１

０
月

１
１

月
１
２
月

１
月

２
月

３
月

主
題

楽
し

い
給

食
食

事
作
法

じ
ょ

う
ぶ

な
骨

や
歯

健
康

に
よ

い
食

事
（

夏
の
食

生
活

）
規

則
正
し

い
食

生
活

バ
ラ

ン
ス

の
よ

い
食
事

食
べ

物
の
栄
養
①

（
野

菜
・
果
物
・

い
も

・
米
）

健
康
に
よ
い
食
事

（
冬
の
食
生
活
）

食
に
つ
い
て

考
え
よ
う

食
べ
物
の
栄
養
②

（
魚・

大
豆・

海
藻
）

一
年
間
の
反
省

目
標

給
食

の
決

ま
り

に
つ

いて
理解

する
進

ん
で

当
番

の
活

動
がで

きる

基
本

的
な

食
事

の
作

法
を

身
に

つ
け

る

じ
ょ

う
ぶ

な
骨

や
歯

を
つ

く
る

た
め

の
食

生
活

を
心

が
け

る

食
事

と
健

康
と

の
関

わ
り
を

知
り
、望

ま
し

い
食

習
慣

を
身

に
つ
け

る

規
則

正
し

い
食

生
活

の
大

切
さ

が
わ

か
る

食
べ

物
の

働
き

を
知

り
、バ

ラ
ン
ス

よ
く

食
べ

る
こ

と
が

で
き

る

食
べ

物
の

栄
養

を
知

り
好

き
嫌

い
な

く
何

で
も

食
べ

る
こ

と
が
で

き
る

食
事

と
健

康
と

の
関
わ
り
を
知
り
、望

ま
し

い
食

習
慣

を
身
に
つ
け
る

給
食

の
歴

史
や

意
義
に
つ
い
て
知
り
、

食
べ

物
の

大
切

さ
が
わ
か
る

食
べ

物
の

栄
養

を
知

り
好

き
嫌

い
な

く
何

で
も

食
べ

る
こ
と
が
で
き
る

一年
間の

給
食（

食
生活

）を
振

り返
っ

て食
生活

へ
の関

心
を高

める

学 級 活 動
指導

内容
（１

）１
単位

（給
）給

食時
（随

）随
時

（
１

）給
食
の

決
ま

り ・給
食
当

番
の

仕
事

が
わ

か
る

。
・身

支
度

に
つ

い
て

知
る

。
・手

洗
い

の
方

法
を

知
る

。
・
準

備
、片

付
け
の

方
法

を
知

る
。

（
給

）基
本

的
な

食
事

の
し
か

た
・良

い
姿
勢

で
食

事
が

で
き
る

。
・食

事
の
約

束
を

知
る

。

（
給

）牛
乳

を
飲

も
う ・牛

乳
に
は

カ
ル

シ
ウ

ム
が

た
く

さ
ん

入
っ

て
い

る
こ

と
を
知

る
。

・カ
ル

シ
ウ

ム
は

じ
ょ

う
ぶ

な
歯

や
骨

を
つ

く
る

栄
養

素
で

あ
る

こ
と

を
知
る

。

（
随
）お

や
つ
の

と
り

方
・お

や
つ
の

役
割

を
知

る
。

・お
や

つ
に

適
す

る
食

べ
物
を

知
る
。

・お
や

つ
は

時
間

を
決

め
て

食
べ

過
ぎ

な
い

よ
う

に
す

る
。

（
随
）食

事
の
大

切
さ ・毎

日
元
気

な
生

活
を

送
る
た

め
に
、

食
べ

物
か

ら
必

要
な

栄
養

を
と

っ
て

い
る

こ
と

を
知

る
。

（
１
）食

品
の
３

つ
の

仲
間

・食
品

は
そ

の
働

き
に

よ
り
赤

、
緑
、

黄
の

３
つ

の
仲

間
に

分
け

ら
れ

る
こ

と
を

知
る
。

（
給
）食

べ
物
の
名

前 ・野
菜

、く
だ
も
の
、

い
も

の
名

前
を

知
る

。
・さ

つ
ま
い
も
の
栄

養
を

知
る
。

（
１
）さ

つ
ま
い
も

博
士

に
な
ろ
う

（
給
）好

き
嫌
い
な

く
食
べ
る

・好
き
嫌
い
な
く
食

べ
る

こ
と

が
元

気
な

体
を

つ
く

る
こ
と
を
知
る
。

（
随
）学

校
給
食
週

間 ・給
食
週
間
に
つ
い

て
知
る
。

・調
理
員
さ
ん
の
仕

事
を
知
る
。

・感
謝
し
て
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
給
）食

べ
物
の
名

前 ・
魚
、
豆
、
海
藻
の

名
前
を
知
る
。

（
随

）
給

食
の

反
省 ・

１
年

間
の

給
食

を
ふ
り
返
る
。

楽し
い給

食時
間を

過
ごす

こと
がで

きた
か。

好き
嫌い

なく
食べ

る
こと

がで
きた

か。
準備

や後
片づ

けが
協

力し
てで

きた
か。

特 別 活 動

児
童
会
活
動
と

学
校
行
事

生
活

さ
つ

ま
い

も
を

う
え

よ
う

・
さ

つ
ま
い

も
を

そ
だ

て
よ

う
・

さ
つ
ま

い
も

の
か

ん
さ

つ
さつ

まい
もパ

ーテ
ィ

 
 

 
 

教 科
 

 
 

 
 

 
 

 
 

道
徳

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

旬
の
食
材

菜
の

花
、た

け
の
こ

さ
わ

ら
、

い
ち

ご
山

菜
、
ア

ス
パ

ラ
か

つ
お
、

甘
夏

新じ
ゃが

いも
、た

ま
ねぎ

、う
め、

メロ
ン

かぼ
ちゃ

、き
ゅう

り、
ピー

マン
、ト

マト
さ

と
い
も

、
な

し
、

さ
ば

、
さ

ん
ま

く
り

、き
の
こ

、柿
い

わ
し
、

さ
け

さ
つ

ま
い

も
、大

根
き

の
こ
、

り
ん
ご

は
く
さ
い
、ご

ぼ
う

ほ
う
れ
ん
そ
う
、鱈

れ
ん
こ
ん
、こ

ま
つ

な
、ぶ

り
、み

か
ん

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、春

菊
、
水
菜

さ
わ
ら
、
菜
の
花

い
よ
か
ん

地
場
産
物

ぶ
ど

う
ジ

ャ
ム

桃
シ

ロ
ッ

プ
漬

け

と
う

も
ろ

こ
し

と
う

も
ろ

こ
し

な
す

、ぶ
ど
う

、き
ゅ

う
り

な
す

、
ぶ

ど
う

 
 

 
 

 

食
文
化
の
伝
承

端
午

の
節

句
た

な
ば
た

十
五

夜
、

お
彼

岸
七

五
三

冬
至

正
月
料
理

節
分

ひ
な
ま
つ
り
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そ
の
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級
祝
い
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予
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デ
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セ
レ
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給
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体
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の
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労
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の
日
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レ
ク
ト
給
食

学
校
給
食
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間

卒
業
祝
い

個
別

指
導

偏
食
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事業報告 
各テーマにおける具体的な内容や研究結果    推進地域（南部町）実践中心校（睦合小学校） 

����� ����������������������
��	����������
○検討委員会や生産者会議を組織して，学校給食の食材流通に関しての協議を進めている。 

＊推進のための検討委員会 
  昨年に引き続き検討委員会においては、供給体制の課題（安定的な量や品質の維持 

・希望する食材の確保、適正な価格かの判断等）をもとに，農務事務所やＪＡ等の 
協力を仰ぎ，地域食材を学校給食に継続的に活用していくための流通体制を検討中 
である。今後はＪＡが遊休農地の調査や農園の開発と確保（法人）・生産指導など 
も行うことを予定している。来年度「道の駅とみざわ」が南部町商工会の運営になる 
ため，今後も各種団体の協力を得ながら，学校給食への安定的な供給をめざす。 

  ＊生産者協力会のたちあげ 
学校給食へ地場産物を活用する上での課題であった，量の確保や品質の維持へ向けての方策として，供給希望
カレンダーを提示し，計画的な作付けの推進や使用作物の拡大を協議している。 
今後も年３回程度の会議を予定  

＊地場産物の納入率  
平成１８年度５５㎏（３品目）→平成１９年度１０６４㎏（２１品目） 

→平成２０年度１２月末現在１７７４．７ ｋｇ（２６品目） 
�������� 
                       �  � � 
            ������           
                               作付けや生育状況など 
                                 希望する作物などの 
                  � ��� � 共 同 調 理 �     情報を交換 
  

����� ��������������������� ����������
���������

���������������������������������  
  ①生産活動（農業体験）を通じた食に関する指導の推進 

生活科や総合的な学習の時間などの時間に，学校園や学校菜園において作物を 
栽培している。   

○栽培 �� 野菜・小麦  �� 野菜・小麦  ��� 大豆（枝豆） 
����� じゃがいも  �� 米  ���� さつまいも 

      
敷地内にある畑では自分の学年の作物だけでなく，他の学年で栽培している様子も身近で見ることができる。生産
活動（草取りや水やりなどの収穫までの様々な体験）によって，作物が食べられるようになるまでの苦労を実感し
た。さらに収穫したての新鮮な野菜は全校にも配られたり，給食にも活用し,野菜のおいしさや食べものを大切にす
る心も共有できた。自分たちの育てた野菜のおかげで野菜嫌いを克服した児童もみられた。 
 

大豊作の米
・大豆
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②地場産物を使った献立の活用に向けての研究会の開催 
＊町内の２調理場間の連携をはかり，随時「献立研究会」を実施 

 ＊山梨県や峡南地区の郷土料理の研究会 
          講師 山梨学院短期大学 依田萬代先生（８月実施） 
 ＊学校給食の充実のための研究会（献立の交換・調理実習）  
          峡南食育推進研究会（７月実施） 
     
 
 
 
 
  

 �����������������������
	����������
������� �����������
�� 

①給食時の指導  学級を訪問しての指導をはじめ,毎日の給食を通して伝えたいことを指導資料 
（ひとくちメモ）として発行し,給食時に指導を行った。   

②試食会の実施  学校給食や献立内容等,地域への理解を深める機会のひとつとして,町内７校に 
         おいて町教育関係者や保護者・祖父母を対象にした「給食試食会」を実施した。  

試食会開催時には,学校での児童の様子や指導内容について話題にし,学校と家庭 
の連携を図る場としている。 （おたよりの発行）  

③献立集の配布  昨年度は南巨摩郡の郷土料理を中心とした献立集を発行したが、今年度は 
毎日の給食献立の中から好評のものや,家庭で食べて欲しい食材を使った献立 
を中心に選んだ「学校給食オススメ献立集」を作成した。 
（１１月に町内の保護者に配布） 

④広報誌（食育通信）等の発行  
試食会や授業後に話題になったことや家庭において実践してほしい話題を 
中心に食育通信を発行し,町内の保護者に配布している。 

⑤親子料理教室の開催 
新鮮な地場の夏野菜を利用した親子料理教室を開催 
トマトのカップサラダ・ビシソワーズ・なすグラタン・プリンなど 
講師 富河小学校学校栄養職員 小幡友子先生 

⑥山梨県食育シンポジウム・峡南地域フォーラム等での報告（６月・８月） 
         昨年度からの取り組みを中心に，学校での食育の実践例をとりくみの様子を報告  
⑦福祉健康まつり（１０月実施）へ参加 

            地域・家庭への啓発活動の一つの試みとして,学校給食の様子を紹介するコーナーを 
作り、給食の献立の試食とファイル・おたより等を配布した。 

 
 

 
 
 

 
 

小豆ほうとう 

本格的 
ビシソワーズ 

福祉健康
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����� ����������������������
	��������
（１）子どもの食習慣に関する実態調査の実施。 
   町内の小中学校の児童生徒を対象にした調査を６月と１２月に実施した。また考察結果より見られる課題を今後の

指導や町としての食育推進の方向性を協議する手だてとするため,分析考察をお願いした山梨学院短期大学教
授 松本晴美先生を講師にお迎えして学習会を開催した。小学校においては前年度より，多くの食品を摂取す
る必要性や栄養のバランスの良い食事の理解，健康や食物へ関心，生産者や調理者への感謝や地域の農産物
の関心は高まっている。毎日の食事内容を見ると，他の地域より野菜の摂取量が多い。しかし中学校の調査結果
を見ると，食に関する意識をはじめ他の項目において個人差が大きくなっている。学校で得た知識や情報を，実
際の食習慣の形成（摂取等）にどうつなげてゆくか，さらに家庭と連携した指導が必要である。 

（２）食に関する指導の全体計画や指導計画の作成および再検討、教材の研究   
（教育課程編成に必要な食に関する指導の各教科等への位置づけの検討） 
①町内の他の６小中学校で，全体計画や指導計画を作成。  
 ②食に関する指導の全体計画や指導計画に基づいた授業の実践 

   ＊教科等において，食育に関する授業の実践例 
   例（朝食の重要性・好き嫌いなく食べよう・育ちゆく私・噛むことの効果他） 
 
 
  
 
 
 
 
 ＊調査結果や学級の実態に応じて教材や資料を作成し，担任と連携しながら授業に参画し授業後には必ず通

信で家庭にも資料を提供した 
③郡食育推進研究会や支会食教育研究会と連携しながら，共同研究や授業実践,夏休みむけおやつ料理集の発

行を行った。作成した学習教材の共有化をはかり,各校で指導の機会を増やしている 
（共同調理場配送校との連携） 

  ④地域・家庭及び児童・生徒へ向けての普及啓発活動の推進。 
学校での学習を保護者と共有し家庭において親子で学ぶ機会を増やすために講演会学習会を設定した。  

    ＊南部町「食育講演会」 
 講師 料理研究家・管理栄養士 村上祥子先生（８月２日開催） 

～親から子どもへの贈り物～「食べ力」 
家庭での保護者の役割や，料理への関心を高める工夫などの講演や実演 
＊睦合小学校「親子食育学習会」 
 講師 近藤恵津子先生（１２月１９日開催） 

「私の食が世界・地球をつくる」 
教科（総合や社会）との関連から,地球環境や食料問題, 
地産地消まで広がる内容での講演 

＊南部中学校「健康食育学習会」 
講師 萩原智子先生（１月１４日開催）  
「スポーツと健康（水泳と私）」 
 中学生の体力づくりや健康管理の基本に 
ついて水泳選手の経験を生かしての講演 
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＊ 児童生徒家庭啓発用「食育クリアファイル」「学校給食オススメ献立集」の発行の作成 
＊「食育通信」の発行（随時） ＊給食コーナーの充実 

⑤総合的な学習や生活科での調べ学習や農業生産活動に活用できる図書・教材等の充実をはかった。 
⑥ＰＴＡ新聞で環境問題（食を中心として）について特集して,保護者に発信した 

テーマ１～３に共通する具体的計画 

※先進校への視察（京都市立新町小学校へ１１月２５日） 
  栄養教諭の配置が進んでいる京都府の様子や具体的指導の様子等の視察を行った。計画的な指導や指導計画等,

今後の取り組みに大変参考になる有意義な研修となった。 
※実態調査の結果から 

朝食の喫食率を例にあげると,９７％という高い数値であるが,食べてきていても内容に課題がみられる。学校からの発
信や指導などから得た知識や情報を，実際の食習慣の形成（摂取等）にどうつなげてゆくか，さらに家庭と連携した指
導が必要である。 

������������
＊地場産物の納入率  

平成１８年度５５㎏（３品目）→平成１９年度１０６４㎏（２１品目）→������������������� ������
 
＊朝食摂取率の変化  平成１９年度６月９２．６％ →１月９２．８％ →３月９５％ 平成 20年度６月９６％  ���	��  
＊米飯給食の回数増   平成１８年度 月平均１０回→平成１９年度・２０年度１０．６回   
���������
	��������
���
＊実態調査の結果からもわかるように，毎日の給食時間や食に関する授業を行ったことにより，食への興味関心や知識

が増えてきた。また特に学習会や農業体験等の活動を通じて，地域の農産物の興味関心が生まれ、生産者や調理者
への感謝の心や食べ物を大切にする意識が高まっている。 講演会や，試食会等いろいろな事業を行なう中で，子ど
もだけでなく，保護者や教師間でも食の話題や健康についての関心が広まってきている。 

＊地産地消の取り組みや毎日の献立の工夫により，児童生徒は多くの食品を摂取する必要性や栄養のバランスの良い
食事の取り方を知り，給食の残量は少なくなりってきている。（睦合小学校はほとんど無し） 

＊学級活動における食に関する指導では，教具の工夫や担任との連携を密に図ることで実態にあった指導ができた。 
特に毎日の献立や体験活動，教科との関連づけた指導を行うとより意欲や学習効果は高めることができたと感じる。 

������
＊指定の有無に関わらず、来年度以降も安定した地場産物の供給ができるようなシステムを確立する。 
＊学校農園（米・野菜づくり）などの生産活動には，地域の専門家やＪＡ・農務事務所との積極的な連携を図っていく。 
＊町全体としての食育を推進するためには，行政が積極的に取り組み学校と連携してゆくことが必要である。 
＊共同調理場方式のため各校に専門職が配置されていない現状をふまえ、各校で作成した「食に関する全体計画・年間

指導計画」をもとに継続的な指導を進め，どのように児童生徒の意欲を維持し高めていくかが課題。 
＊偏食指導や食事内容についての個別指導の推進 
＊家庭への啓発を重要と考え取り組んできたが，保護者の関心度には差がある。今後一層の啓発的取り組みが求められている。 
＊学習指導要領の改訂や平成２１年度の先行実施などに伴い，全体計画や指導計画を見直す必要があると共に時間の

確保が課題である（特に中学校）  【各学年の教科などの関連性や食に関する指導の内容を検討しながら】 
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睦合小学校

������
・給食を楽しみに
　している児童が 　 花（徳育）　 ����������　　個性あふれ,思いやりのある心豊かな子ども 学校教育法
　多く，残量は少な 泥（体育・食育） �������
�　精一杯遊び、よく食べ心身ともに健康でたくましい子ども 「学習指導要領」
　いが、偏食の多い 太陽（知育） 	��������� 　における食育推進
　児童が増えている 自分を表現でき、課題を解決しようとし、最後まで頑張る子ども 「早寝・早起き・
・マナーや栄養の 　　朝ごはん」運動
　知識が必要
������� 　生涯にわたって健康で生き生きとした生活を送ることを目指し，児童一人ひとりが望ましい � ���
������� 　食生活の基礎・基本と食習慣を身に付け，食事を通じて自らの健康管理ができるようにする。 　健康三原則の徹底
・教育に対する 　また，楽しい食事や給食活動を通じて、豊かな心を育成し社会性を養う 　豊かな心の育成
　関心は高く、学校 　○食事の重要性・食事の喜び、楽しさの理解（������） 　学校家庭地域との
　に協力的。 　○望ましい栄養や食事の取り方を理解し、自ら管理していく能力を身につける（�����） 　連携
・食への関心は、家 　○食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身につける（���������）
　庭により差があり 　○食物を大切にし、食物の生産等にかかわる人々へ感謝する心をもつ（����）
　生活習慣が不規 　○食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身につける（���）
　則になりがちな 　○地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解し、尊重する心をもつ（���）
　傾向がある。 　

幼稚園 ・みんなと楽しく会食できる ・すききらいなくバランスよく ・日常の食事に関心をもち，バラ
・身じたく，手洗い，盛りつけ，　食べることができる 　ンスのとれた食事の大切さを理 中学校

保育園 　配膳，片づけができる ・マナーよく会食できる 　解し自ら考えて食べることができる
・箸を正しく使うことができる ・人や食べ物に感謝の心を ・生産者や食物に感謝の心をもち
・食べ物に関心をもつ 　もつとができる 　会食を楽しむことができる

Ⅰ期（４・５・６・７月） 　　　　　　Ⅱ期（８・９・１０・１１月） 　　　Ⅲ期（１２・１・２・３月）
（低）・仲良く食べよう 　 　　　・食品の名前を覚えよう 　 　・感謝して食べよう

・正しい箸の持ち方で食べよう 　　 　　・すききらいなく食べよう        ・給食について振り返ろう
　特 ・野菜を食べよう 　　 　　・朝ごはんを食べよう 　　

　　　 （中）・楽しく食べよう 　 　　　・食品の働きを知ろう 　 　・感謝して食べよう
　　　学級活動 ・よいマナーを知ろう 　 　　　・好き嫌いをしないで食べよう 　 　・給食について振り返ろう
　　　　　および ・よくかんで残さず食べよう 　　        ・朝ごはんの働きを知ろう
　別 （高）・楽しく会食しよう  　　　　・食品の働きを理解しよう 　 　・感謝して食べよう
　　　　　給食時間 ・よいマナーで食べよう 　　　 　・バランスのよい食べ方をしよう 　　 ・給食について振り返ろう

・バランスよく食べよう 　　　　 ・朝食の必要性を知ろう 　 
（全） 希望献立 　　　　　希望献立

　活 セレクト給食

　　　　　一斉指導等 ・給食の約束 　　 　　・食べ物のはたらき 　 　・冬休みの食生活
・衛生的な準備 　　 　　・食品の生産や流通 　 　・給食週間について

　動 ・夏休みの食生活 　　 　　・朝食の必要性 　　 ・食生活を振り返る
　　　　　学校行事 ・始業式，入学式，終業式 　　　 　・始業式，終業式 　　 ・始業式，終了式

　　 　   ・運動会，遠足，修学旅行 　 　・卒業式
　　　　　児童会活動 　 　　　・たてわり給食 　 　・たてわり給食

　　　　　クラブ
１年 　　　２年 　　　　　　３年 ４年 　　　５年 　　　６年

　　　　　　　国語 　　　　食べ物はかせに かむことの力
　教 　　　　なろう
　　　　　　　社会 　　　　見直そうわたしたち ごみはどこへ 　　食料生産を支える 大昔の暮らしをの
　科 　　　　のくらし 昔の暮らし 　　　人々 ぞこう
　　　　　　　理科 生き物と養分
　と 体のつくりとはたらき
　　　　　　　体育 育ちゆく体と 　　　心の健康 病気の予防
　の わたし
　　　　　　　生活 学校探検 　　ふれあい探検
　関 私の生活 　　おひさまのにおいいっぱい
　　　　　　　音楽
　連　　　　 家庭 　　見つめよう私の食生活 家族が喜ぶおかず

　　見直そう食品の取り方 まかせてねきょうの食事
　　　　　　学校園等 　小麦まき 　　　　夏野菜 小麦 　　　　 大豆 　　さつまいも 　　　　　　米 じゃがいも
　　　　　　道徳
総合的な学習の時間 大豆 　　環境 　　　　米づくり
家庭・地域との連携

������������
������

[花と泥と太陽の子～睦っ子～の育成]

��������¡

�����������������������

低学年 中学年 高学年

人とのかかわりに関すること，集団や社会とのかかわりに関すること等,感謝の心・郷土を大切にする心等

地産地消，献立表，食育通信，給食だより，学年だより，保健だより，給食試食会，個別指導の実施，親子食育学習会

　　　セレクト給食
旬の食材，地域の食材、行事食，郷土食，世界の料理など取り入れる

家庭科クラブ　野外体験クラブなど

 植物の育ち方

　 　毎日の生活と健康



−  36 −



−  37 −

第４学年 学級活動指導案 

 
授業者  学級担任（Ｔ１） 

                                 栄養教諭（Ｔ２） 
１． 単元名   「よくかんで食べよう」 
 
２． 単元の目標 

・ 自分たちが好きな食べ物はやわらかいものが多いことを知る。 
・ よくかんで食べると、どんな良いことがあるか理解する。 

 
３． 単元について 

最近では、歯ごたえのある食べ物よりも、柔らかい食べ物を好むなどの傾向があり、児童の咀
嚼力が弱くなっているといわれている。 

本学級の４年生は男子１０名・女子１０名の、外で遊ぶことが大好きな明るく活発な児童の多い
学級である。食べることに関心がある児童が多く毎日の給食時間を楽しみにしている。しかし給食
時の様子を見ると、話に夢中になるあまり食べる時間がなくなってしまい、よく噛まずに食べて早
食いになっている児童が見られる。特に肥満度の数値が高い３名は、よく噛まずに食べ終わり、お
かわりをすることが多いので日頃から個別に声をかけることが多い。また国語の説明文で『かむこ
との力』の学習をし「噛むこと」の大切さを意識しはじめているので、この単元を学習するよい機会
と考える。今まで児童は「給食のできるまで」「感謝して食べよう」「おやつの取り方を考えよう」など、
自分自身の食生活を見直す学習をしてきている。その経験を生かし、よく噛んで食べることは、健
康な体をつくるためや脳の発達に大切であることに気づかせたい。 

６月の歯の衛生週間や給食指導目標「丈夫な骨や歯をつくる食べ物を知ろう」にも合わせ、よく
噛むことの大切さを理解し、よく噛んで食べることができるようになってほしいと考え本題材を設定
した。 

 
４． 指導計画 

本 時： よく噛んで食べよう。 
事 後： 食育通信で家庭への啓発。 
     給食時間の継続的観察や指導。 
     

５． 本時の学習 
 
①日 時 平成２０年６月４日（水） ５校時 
②場 所 睦合小学校 ４年教室   
③目 標 よくかんで食べることの大切さを理解し、よく噛んで食べようとする態度を身につける。       

【 知識・理解 】 
 

６． 展開 
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 学習活動 指導上の留意点･支援 資料・教具 
導入 
 
Ｔ１ 
３分 

○本時の学習を確認する。 
 
 
 
 

・国語「かむことの力」にもふれる。 
 

漢字の噛む
の 字 を 示
す。 

展 開
① 
 
Ｔ１ 
Ｔ２ 
２２分 

○食べものの噛みごたえの違いを
確かめよう。 

・ワークシートの好きな食べ物に○
をつける。 

・どんな食べ物に○をつけたか手を
あげる。 

・ワークシートの☆と☆を線で結び
結んだ線の上下の食べ物の特徴
を考え発表する。 

 
 
 
 
 
 
 
○確かめてみよう  
・噛みごたえを比べてみる 
（二人一組で噛んだ数を確認） 
・実際に上の食べ物と下の食べ物
を食べてみて、かんだ回数とかん
でいるときの様子をワークシートに
記入する。 

選んだもの（するめ・ゼリー） 
   
○するめとゼリーのかんだ回数を発

表する。 
 

・ワークシートの料理の説明を簡単にす
る。 

・○印をつけた数を書きながら人数の多
いものに○をつける。 

○違いを発表させる。 
・味 
・和食と洋食との違い 
・かたいものとやわらかいもの 
・噛みごたえ 
 
 
 
※特に噛みごたえの違いに注目させ、

自分たちがやわらかい食べ物が好き
なことに気づかせる。 

 
・無理に噛むのではなく、自然に飲み込
めるようになるまでかむことを説明す
る。 

・噛んでいるときの顔や頭、口の中はど
うなっているかを観察しながら考えさせ
る。（机間巡視） 

 
 
 

・上下の食べ物は、やわらかい食べ物と
かみ応えのある食べ物であること、か
む回数に違いがあることを確認する。 

 

ワークシート
① 
 
ワークシート
と同じ 料 理
のカード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人数分の 
ゼリーと 

するめ 

展 開
② 
 
Ｔ２ 
１０分 

 
 
○噛んでみて感じたことやワークシ

ートの絵をヒントにしながら、よく
かんで食べるとどんないいことが
あるか考え、ワークシートに記入

 
 
・絵をよく見て考えさせる。 
・国語「かむことの力」の内容も思い出さ
せる。 

 

国語の 
教科書 

ワークシート
② 
 
 

����������

���������������������

�
����	�������������
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する。 
 
○どんないいことがあるか書いたこ

とを発表する。 
 
 
 
 
 
・給食のカミカミメニューから、日頃
から意識して食べたほうがよいこと
を知る。 

 
 
○補足をしながら、かむことの効用を４

つ説明する。 
①脳の働きをよくする 
②消化を助ける 
③食べ過ぎを予防する 
④むし歯を予防する 

 
・献立名を具体的にあげ（ポリポリ大豆）
カレーライス、スパゲティなどの噛みご
たえのない料理には、カミカミメニュー
を組み合わせ、よく噛んで食べるように
工夫をしていることに気づかせる。 

 
 
噛 む こ と の
効果の絵 
（掲示用） 
 
 
 
 
カミカミメニ
ューの写真
や献立表 
 

まとめ 
Ｔ１ 
１０分 

○今日の学習でわかったことや、こ
れからの食生活で気をつけたい
ことをワークシートに書く。 

 

○毎日の給食時の様子を例に挙げな
がら毎日の食生活に生かせるような
支援や励ましの言葉をかける。 

 

ワークシート
② 
家庭用配布
資 料 （ た よ
り） 

７． 評価 
・ 自分たちが好きな食べ物は、やわらかいものが多いことに気づいたか。 
・ よくかんで食べると、どんないいことがあるかわかったか。 

８． 他教科との関連 
国語「かむことの力」 

  
９． 授業を終えて（担任より） 

  予想に反して子どもたちが選んだ好きなものは、硬い食べものが多かった。しかしゼリーとする
めを実際に噛んでみることで、噛む動作や回数にこんなにも違いがあるんだということを実感でき
ていた。普段の給食の様子を見ていると好き嫌いなくよく食べる子どもたちだが、よく噛むことを意
識している子は少ない。授業後の給食では、自分だけでなく友達の噛む様子などにも関心を持ち
ながら食べていた。今後も継続して「よく噛んで食べる」ことを意識させていきたい。 

 
 
 
 
 
 
 



−  40 −

-
 
1

 
-

��
�
�
�
�
�
��

�
�

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

 
 

 
 

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
� 

  �
 

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

�
�

�
�

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

�
�

�
�

�
�

 
 

 
 
 

 
 

�
�

�
�

�
�

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
�

�
�

�
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
�

�
�

�
 

 
 

 
 
�

�
�

�
�

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
�

�
�

�
�

�
�

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
�

�
�

�
�

�
 

 
�

 
☆

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

�
�

�
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
�

�
�

�
�

�
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
�

�
�

 
 

 
 

�
�

�
�

 
 �

 �
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

 
  

 
 �

�
�

は
  

  
  

回
 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

 
  
  

  
  
�
�

は
  

  
  

回
 

 

   

 
-
 
2

 
-

�
��

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�


�
�

�
 

 ��



	�
�

�
	

 
       ��

 
□

□
の

は
た

ら
き

を
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
□

□
□
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□
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「
食

育
」

は
、

私
た

ち
み

ん
な

が
あ

ら
ゆ

る
世

代
に

わ
た

っ
て

、
健

全
な

食
生

活
に

必
要

な
知

識
や

判
断

力
を

習
得

し
、

そ
れ

を
実

現
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

 
「

人
を

良
く

育
て

る
も

の
っ

て
、

な
～

に
？

」
こ

の
な

ぞ
な

ぞ
の

答
え

は
・・

・
そ

う
答

え
は「

食
育

」
で

す
。

『
食

』
と

い
う

漢
字

を
分

解
す

る
と

、
「

人
」

と
「

良
」

に
な

り
ま

す
ね

。
「

人
」

を
「

良
く

」
「

育
て

る
」

で
食

育
で

す
。

 
「

い
た

だ
き

ま
す

」
は

命
を

い
た

だ
く

食
べ

物
へ

の
感

謝
の

言
葉

で
す

。
人

は
食

べ
な

け
れ

ば
生

き
て

い
け

ま
せ

ん
。

ど
ん

な
食

べ
物

を
ど

ん
な

風
に

食
べ

る
か

と
い

う
こ

と
は

、
生

き
て

い
く

上
で

は
と

て
も

大
切

な
こ

と
で

す
。

「
食

育
」

と
い

う
と

、
食

べ
物

の
栄

養
の

こ
と

だ
け

を
勉

強
す

る
の

だ
と

思
っ

て
い

る
人

も
多

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

食
育

の
内

容
は

も
っ

と
幅

が
広

い
も

の
で

す
。

栄
養

の
こ

と
料

理
や

調
理

の
方

法
の

こ
と

だ
け

で
な

く
、

食
べ

物
へ

の
感

謝
の

気
持

ち
、

食
事

の
マ

ナ
ー

、
家

族
の

つ
な

が
り

、
昔

か
ら

地
域

に
伝

わ
る

四
季

折
々

の
行

事
や

食
べ

物
、

心
と

体
の

健
康

の
こ

と
、

さ
ら

に
は

地
球

の
環

境
の

こ
と

ま
で

考
え

る
こ

と
も

「
食

育
」

で
す

。
 

 
他

の
国

で
も

食
育

は
大

切
に

さ
れ

て
い

ま
す

。
例

え
ば

ア
メ

リ
カ

で
も

「
フ

ァ
イ

ブ
・

ア
・

デ
イ

」
と

い
っ

て
、

１
日

に
５

皿
分

以
上

の
野

菜
や

果
物

を
食

べ
よ

う
と

い
う

運
動

が
あ

り
ま

す
。

 
 

 
１

 
朝

・
昼

・
晩

と
３

回
の

食
事

を
き

っ
ち

り
食

べ
て

い
る

 
２

 
好

き
嫌

い
な

く
何

で
も

食
べ

る
よ

う
に

し
て

い
る

 
３

 
出

さ
れ

た
も

の
は

残
さ

ず
食

べ
て

い
る

 
４

 
家

族
み

ん
な

で
食

卓
を

囲
ん

で
い

る
 

と
い

っ
た

質
問

に
全

部
「

イ
エ

ス
」

と
答

え
る

こ
と

が
で

き
る

で
し

ょ
う

か
？

 
 

食
に

興
味

を
持

ち
、

心
も

体
も

健
康

に
な

る
子

ど
も

（
大

人
）

を
目

指
し

て
、

学
校

で
も

地
域

で
も

日
本

中
で

い
ろ

い
ろ

な
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

コ
マ

の
形

を
し

た
食

事
バ

ラ
ン

ス
ガ

イ
ド

の
絵

や
「

め
ざ

ま
し

ご
は

ん
」

の
C

M
な

ど
も

ご
ら

ん
に

な
っ

た
こ

と
が

あ
る

か
と

思
い

ま
す

。
 

-
 
2

 
-

さ
て

南
部

町
に

お
き

ま
し

て
は

，
「

平
成

１
９

年
度

地
域

に
根

ざ
し

た
学

校
給

食
推

進
事

業
」

に
続

き
、

文
部

科
学

省
並

び
に

県
教

育
委

員
会

よ
り

「
子

ど
も

の
健

康
を

育
む

総
合

食
育

推
進

事
業

」
の

推
進

指
定

の
依

頼
を

受
け

ま
し

た
。

昨
年

度
に

引
き

続
き

、
地

場
産

物
や

米
飯

給
食

を
教

材
と

し
て

活
用

し
た

食
に

関
す

る
指

導
の

研
究

や
子

ど
も

の
健

康
を

保
持

さ
せ

る
た

め
の

望
ま

し
い

食
習

慣
を

形
成

す
る

た
め

の
方

策
等

を
検

討
し

，
食

育
を

広
め

る
こ

と
を

め
ざ

し
て

い
ま

す
。

 
 

５
月

２
３

日
に

は
関

係
者

で
、

第
１

回
の

検
討

委
員

会
を

開
き

、
今

年
度

の
事

業
の

計
画

や
地

産
地

消
の

進
め

方
な

ど
が

協
議

さ
れ

ま
し

た
。

学
校

農
園

の
活

用
や

試
食

会
・

学
習

会
の

開
催

も
計

画
し

て
い

ま
す

。
生

産
者

と
の

話
し

合
い

も
６

月
５

日
に

行
わ

れ
、

地
元

の
野

菜
を

も
っ

と
学

校
給

食
に

納
入

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
、

協
力

を
お

願
い

し
ま

し
た

。
あ

と
３

名
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
 

  

６
月

に
は

、
協

力
会

の
み

な
さ

ん
の

畑
で

収
穫

さ
れ

た
�

�
�

�
や

�
�

�
�

�
�

が
、

７
月

に
は

�
�

�
�

�
や

�
�

・
�

�
�

・
�

�
�

�
な

ど
が

給
食

に
登

場
し

ま
す

。
学

校
農

園
で

も
、

米
や

小
麦

、
じ

ゃ
が

い
も

、
枝

豆
や

野
菜

な
ど

を
作

っ
て

い
ま

す
。

１
８

日
に

は
、

小
学

校
分

だ
け

で
し

た
が

、
収

穫
し

た
大

根
�

�
�

�
を

ス
ー

プ
に

し
て

食
べ

ま
し

た
。

甘
く

て
柔

ら
か

い
大

根
で

お
い

し
か

っ
た

で
す

。
ミ

ニ
ト

マ
ト

も
赤

く
な

っ
て

き
ま

し
た

。
自

分
た

ち
で

育
て

た
野

菜
は

格
別

お
い

し
い

～
で

す
～

。
保

護
者

の
試

食
会

等
も

各
校

で
開

催
さ

れ
て

い
ま

す
。
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�
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�
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�
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�
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�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
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�
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�
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�

生
産

協
力

会
の

 
み

な
さ

ん
で

す

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
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�

昨
日

５
年

生
は

家
庭

科
で

「
な

ぜ
食

べ
る

の
か

考
え

よ
う

」
を

勉
強

し
ま

し
た

。
毎

日
の

食
に

対
す

る
経

験
や

学
校

給
食

を
通

じ
て

な
ん

と
な

く
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

た
こ

と
が

、
家

庭
科

と
い

う
教

科
の

中
で

し
っ

か
り

つ
な

が
り

、
驚

き
の

２
時

間
で

し
た

。
今

回
は

「
食

品
の

働
き

」
だ

け
で

な
く

、
食

料
の

流
通

や
食

品
の

安
全

性
に

ま
で

発
展

し
、

さ
ら

に
「

野
菜

を
食

べ
て

い
る

か
調

べ
」

を
し

た
と

こ
ろ

、
い

つ
も

給
食

を
完

食
し

て
い

る
５

年
生

で
す

が
、

さ
ら

に
意

欲
が

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

し
ま

し
た

。
さ

ら
に

学
校

と
ご

家
庭

の
連

携
で

、
子

ど
も

達
の

体
と

頭
と

心
を

元
気

に
し

て
い

き
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
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�
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子
ど

も
達

と
み

た
ビ

デ
オ

「
ど

ん
な

食
べ

方
が

い
い

の
か

な
」

の
中

に
も

あ
り

ま
し

た
が

、
雑

食
動

物
で

も
あ

る
人

間
は

、
食

べ
る

た
め

に
必

要
な

歯
が

う
ま

く
備

わ
っ

て
い

ま
す

。
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�
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�
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�
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�
�

と
は

い
え

現
在

の
子

ど
も

に
と

っ
て

、
魅

力
的

な
も

の
は

「
肉

類
・

砂
糖

類
・

油
脂

類
」

噛
ま

ず
に

食
べ

ら
れ

る
柔

ら
か

く
料

理
さ

れ
た

も
の

（
ハ

ン
バ

ー
グ

や
ポ

タ
ー

ジ
ュ

・
フ

ラ
イ

ド
ポ

テ
ト

や
飲

み
物

）
が

人
気

で
す

。
現

実
は

こ
の

バ
ラ

ン
ス

が
乱

れ
て

し
ま

っ
て

い
ま

す
。

今
回

子
ど

も
達

は
健

康
を

保
ち

、
元

気
に

生
活

す
る

た
め

に
は

い
ろ

い
ろ

な
「

栄
養

素
」

を
と

ら
な

く
て

は
な

ら
な

い
こ

と
を

学
習

し
ま

し
た

。
「

成
長

・
脳

の
栄

養
・

体
を

動
か

す
力

・
生

き
る

た
め

・
・

・
・

」
 

 
学

校
で

は
給

食
が

、
家

庭
で

は
保

護
者

の
方

が
、

バ
ラ

ン
ス

よ
く

食
べ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
い

ろ
い

ろ
な

食
品

を
組

み
合

わ
せ

て
調

理
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

よ
う

で
す

。
さ

ら
に

食
事

は
空

腹
を

満
た

す
だ

け
で

な
く

、
心

を
あ

た
た

か
く

、
豊

か
に

し
て

く
れ

る
も

の
だ

と
い

う
こ

と
を

話
し

ま
し

た
。

子
ど

も
達

か
ら

、
友

達
と

家
族

と
一

緒
に

食
事

を
す

る
こ

と
で

、
さ

ら
に

お
い

し
く

、
楽

し
く

、
食

べ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
ね

と
い

う
声

（
意

見
）

が
出

た
こ

と
は

う
れ

し
か

っ
た

で
す

。
(^

_
^
)(

^
_

^
)(

^
_

^
) 
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さ

て
ご

家
庭

で
の

一
週

間
の

野
菜

調
べ

（
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
）

の
結

果
を

見
る

と
、

お
家

の
方

が
い

か
に

工
夫

し
て

調
理

し
て

く
だ

さ
っ

て
い

る
の

が
、

わ
か

っ
た

よ
う

で
す

。
 

※
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
が

畑
で

育
て

た
新

鮮
な

野
菜

 
※

嫌
い

な
も

の
も

、
好

き
な

食
材

と
組

み
合

わ
せ

た
り

 
 

 
小

さ
く

刻
ん

で
（

 
５

年
生

で
も

(*
^

_
^

*
) 

）
 

 
※

毎
日

飽
き

な
い

よ
う

に
、

味
付

け
や

調
理

法
を

工
夫

 
※

た
く

さ
ん

食
べ

ら
れ

る
よ

う
に

、
炒

め
た

り
、

ゆ
で

た
 

 
り

、
ス

ー
プ

に
し

て
い

る
・

・
・

な
ど

 
「

い
つ

も
給

食
で

残
さ

ず
食

べ
て

い
る

み
た

い
だ

け
ど

、
ホ

ン
ト

と
は

嫌
い

な
野

菜
は

な
い

の
か

な
？

」
と

聞
い

た
と

こ
ろ

本
音

も
、

ポ
ロ

リ
と

出
て

き
ま

し
た

。
学

校
給

食
で

は
、

不
足

し
が

ち
な

野
菜

を
意

識
し

て
登

場
さ

せ
て

い
る

の
で

す
が

、
こ

れ
が

な
か

な
か

大
変

な
こ

と
で

す
。

（
地

産
地

消
で

新
鮮

な
野

菜
を

食
べ

る
よ

う
に

頑
張

っ
て

い
ま

す
が
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こ

の
授

業
を

通
し

て
、

野
菜

不
足

を
実

感
し

「
野

菜
を

残
さ

な
く

食
べ

る
よ

う
に

な
っ

た
」

「
自

分
で

も
野

菜
の

量
を

意
識

し
て

食
べ

る
よ

う
に

な
っ

た
」

「
家

の
人

に
勉

強
し

た
こ

と
を

話
し

て
、

野
菜

の
料

理
を

増
や

し
て

も
ら

っ
た

」
な

ど
、

５
年

生
の

意
識

が
大

き
く

変
わ

っ
た

こ
と

を
聞

き
し

ま
し

た
。

何
よ

り
、

自
分

の
体

に
積

極
的

に
野

菜
の

栄
養

素
を

取
り

入
れ

て
い

る
こ

と
を

理
解

し
て

、
実

践
し

て
い

る
こ

と
が

、
す

ご
い

で
す

ね
(^

_
^
)(

^
_

^
)(

^
_

^
) 

 
二

時
間

の
家

庭
科

の
授

業
か

ら
、

栄
養

の
知

識
だ

け
で

な
く

、
食

べ
物

の
命

を
い

た
だ

い
て

い
る

人
間

の
こ

と
、

日
本

が
い

か
に

輸
入

に
頼

り
切

っ
て

い
る

か
を

知
り

ま
し

た
。

も
う

す
ぐ

夏
休

み
で

す
。

自
分

の
食

生
活

を
振

り
返

り
、

自
分

で
も

工
夫

し
て

楽
し

く
食

事
を

す
る

よ
う

に
、

食
事

に
関

わ
る

に
は

よ
い

機
会

で
す

。
ぜ

ひ
こ

れ
か

ら
も

、
親

子
で

畑
仕

事
に

、
野

菜
作

り
に

、
料

理
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
み

て
く

だ
さ

い
。

 




